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緒　　　　　言

　近年，食における安全志向の高まりとともに，消費
者がその生産方法や流通過程を追跡することができる
トレーサビリティが義務化されつつある．また，農業
従事者の減少と高齢化が急速に進む中，これまで経験
や勘に基づいて行われてきた農作業を，その生産過程
を正確に記録することにより，次世代の担い手に伝え
る取り組みが重要性を増してきている．加えて，我が
国の農業は，国際競争の激化，近年の異常気象による
収量・品質の不安定などの厳しい状況に置かれてお
り，収量・品質の高位安定化技術の確立が課題となっ
ている．このような状況下，農作業履歴を始めとする
種々の情報を管理・分析し，生産者，流通業者および
消費者に有益な情報を提供するシステムの開発が求め

られている． 
　これまでに開発されている農業情報の管理・分析シ
ステムとして，既にJA栃木中央会で実用化されてい
る富士通の生産履歴管理システムが挙げられる．同シ
ステムは，生産者が記入した生産履歴記帳シートをス
キャナで読み取り，OCRソフトによりパソコンデータ
に変換後，富士通のデータセンターに送信して最新農
薬情報と照合するものである（富士通，2010）．また，
北海道農業研究センター伊藤は，農薬適正使用診断シ
ステムを開発している．同システムは，パソコン，携
帯電話，OCR，バーコードリーダなどで入力される生
産履歴を，Webサーバ上のデータベースで一元管理す
ることにより，農薬適正使用のチェック，肥料の成分
別施用量の閲覧等が可能である（NTT東日本，2008）．
新井ら（2007）が開発した「農作物トレーサビリティ
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支援システム」は，携帯電話により入力された農作業
履歴をインターネットを介してデータベースに蓄積す
ることにより，エコ農産物認証制度に関する農薬・肥
料の投入上限値の管理，生産情報の消費者への提供を
行うシステムである．以上のように，複数のシステム
がこれまで開発されている一方，それらに共通する開
発の目的は，農薬の適正使用の監視や農産物の安全・
安心を担保することにあり，農家が記録情報を能動的
に生産活動に活用するという視点が欠けている．この
農家が能動的にシステムを活用するという視点を，農
業情報の管理・分析システムの設計・開発に反映させ
ることは，正確な作業履歴記録の観点からも重要と考
える．
　本研究が対象とする糸島市の米生産については，JA
作成の紙媒体の栽培管理表の記録・提出が義務づけら
れている．しかし，この管理表は，JA側の農薬散布基
準の確認，販売先への生産履歴の証明として利用され
ているだけであり，農家が自らの生産改善に積極的に
活用することはない．そこで本研究では，農作業履歴
をパソコンで入力し，Webサーバ上のデータベースに
蓄積することによって，過去の作業情報を容易に参照
でき，収量・品質との関係を分析できる「糸島米づく
り情報管理・分析システム」を開発した．農家側に魅
力的なコンテンツを提供することにより，能動的な利
用を促すシステムの開発を目指した．
　最後に，本研究の遂行に当たり糸島稲作経営研究会
農家の皆様，福岡普及指導センターの職員の方々，JA
糸島の職員の方々には多大なご協力を頂きました．こ
こに記して感謝の意を表します．

材 料 及 び 方 法

　１．システム開発のコンセプト
　「糸島米づくり情報管理・分析システム」の開発に
当たっては，従来，義務的に行われてきた作業履歴の
記録を，農家が負担なく能動的に行い，自らの営農に
活用できることに配慮し，①システム活用の目的を明
確に伝えること，②パソコンが苦手な人，特に高齢者
でも使えるように操作が容易であること，③入力され
た作業履歴をもとに，営農に活かせる有益な情報を提
供すること，④入力や情報閲覧時の農家の負担を軽減
するために，各種コンテンツの画面構成が農家に理解
しやすいことを開発のコンセプトとした．

　２．開発システムの構成
　開発システムは①作業履歴入力，②作業履歴出力，③

作業履歴閲覧，④データ分析の4つのコンテンツから構
成される．①作業履歴は，JA糸島作成の「糸島米栽培
管理表（一般米ヒノヒカリ）」の15項目に加え，堆肥，
水管理，生育データの入力項目を加え，計20項目を入力
できるようにした．②作業履歴の出力は，入力した作業
履歴を糸島米栽培管理表と同じ形で出力することで，JA
にシステム上で提出することができる．③作業履歴閲覧
は，2カ年の作業履歴をカレンダー上で比較して閲覧す
ることができる．④データ分析は，ヒストグラムで表示
された作業履歴，生育，収量・品質のデータを参考にし
て，自らの米づくりを分析することができる．なお，デー
タベースの構築にはMySQLを使用し，システムの開発
にはPHPおよびHTML言語を用いた．

　３．システムの評価
　開発システムの評価は，JA糸島営農総合センターに
おいて実施した，二回の意見交換会を通して行った．
平成23年12月21日実施の第一回目の意見交換会で
は，糸島稲作経営研究会の農家3名，JA糸島の職員3
名を対象にプレゼンテーション20分，質疑応答40分
の意見交換会を行った．平成24年1月24日実施の第
二回目の意見交換会では，糸島稲作経営研究会の農家
17名，JA糸島の職員2名，福岡普及指導センターの職
員2名を対象に第一回と同様の形式で意見交換会を
行った（図1）．

結  果  と  考  察

　１．トップページ（図2）
　農家の能動的なシステム利用を促すために，開発シ
ステム活用による達成目標を明記した．

図1　第二回意見交換会（平成24年1月24日）の様子
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　２．作業履歴入力（図3）
　入力する作業項目を容易に発見できるように，農作
業を防除，施肥，水管理，生育値，その他の5つに分
類した（図3（a））．また，各作業項目をクリックする
ことで，それぞれの入力フォームが表示される（図3

（b））．農薬・肥料の種類の選択，日付の入力はマウス
のクリック操作，農薬の散布・肥料の施用量は，キー
ボードにより入力が可能である．入力ボタンは，作業
内容が未入力の状態では「入力」と表示されている（穂
肥①のボタン）．一方，作業内容を入力後に同ボタン
をクリックし，入力情報をデータベースに送信した後
は，「修正」に表示が変更され（除草剤，中干しのボ
タン），作業内容の上書き修正が可能になる．

　３．作業履歴出力（図4）
　農家が入力した作業履歴は，糸島米栽培管理表の形
式で出力される．全ての作業の入力が完了した時点で，
提出ボタンを押すことにより，JA糸島職員用のページ
において，管理表のダウンロードが可能になる．これ
により，農家は紙媒体での管理表の提出が不要になり，
JA側も管理表の回収および提出状況の把握に伴う労力
が軽減される．

　４．作業履歴閲覧（図5）
　入力した作業履歴を，選択した2カ年のカレンダー
形式で閲覧・比較することが可能である．利便性に配
慮し，作業頻度の高い水管理と一日の作業を振り返る
メモの入力を，カレンダー上の日付をクリックするこ
とにより実行できるようにした（図5（a））．さらに，
カレンダー上の作業をクリックすることにより，作業
内容の詳細を閲覧することができ，今年の作業計画に

生かすことができる（図5（b））．

　５．データ分析（図6）
　水稲の生育ステージに関連付けて配置した管理作
業，生育，収量・品質等の項目を選択することにより

（図6上部），最大4つの項目をヒストグラム表示する

図2　トップページ
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図4　作業履歴出力画面
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（a）作業項目選択画面

（b）作業内容入力画面

図3　作業履歴入力画面
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ことができる（オレンジ色が自らのデータ）．これに
より，自らの米づくりの地域間での比較，収量・品質
と管理作業の関係を分析できる．また，収量・品質の
ランキング表示を通して，成績の良い農家の作業履歴
を閲覧することができる．

　６．意見交換を通したシステムの評価
　画面構成，フォントの大きさ，操作性に関しては概
ね好評であり，高齢の農家から私にでも使えそうとい
う感想が得られた．JA職員からはデータ分析機能が付

いているのが市販のシステムには見られない大きな魅
力であり，将来的な本機能の充実に対する期待が寄せ
られた．福岡普及指導センターの職員からは，セン
ター所有のデータもデータベースに保存することがで
き，本システムを有効に活用できるとコメント頂いた．
表1に二回の意見交換会を通して寄せられた要望を示
す．対応済みのものについては，農家の希望に沿う形
でシステム改良に反映することができた．一方，未対
応の要望は，入力フォームの新規作成，気象データと
のリンク，病害虫発生予測機能の追加等の改良を要す
るもので，現在，優先課題として取り組んでいる．一
方，本システムはweb上での利用を想定しており，農
家におけるインターネットの低利用率，また，現在，
調査水田についてのみ入力を行っている，生育，収量，
品質データに関して，地域レベルでの収集方法が問題
として提起された．本システムの実用化に向けての今
後の取り組みとしては，平成24年度にJA糸島が蓄積
する紙媒体の栽培管理表を用いて，データの入力試験
およびシステムの改良を行った後，平成25年度から
30名程度の農家を対象に実用評価試験を実施する予定
である．

要　　　　　約

　本研究では，農作業履歴をパソコンで入力し，Web
サーバ上のデータベースに蓄積することによって，過
去の作業情報を容易に参照でき，収量・品質との関係
を分析できる「糸島米づくり情報管理・分析システム」
を開発した．開発システムは①作業履歴入力，②作業
履歴出力，③作業履歴閲覧，④データ分析の4つのコ
ンテンツから構成される．①作業履歴入力は，JA糸島
作成の「糸島米栽培管理表（一般米ヒノヒカリ）」に
基づき作成した．②作業履歴の出力では，入力した作
業履歴をJAにシステム上で提出することができる．

図6　データ分析画面

対応済みの要望

水管理記録の入力
メモ（日誌）の入力
水田別の作業履歴の入力
収量・品質の好成績者の作業履歴閲覧
数日に及ぶ作業の日付入力

未対応の要望

品種別の作業履歴の入力フォームの作成
気象データ・病害虫発生予測機能の追加

表1　意見交換会で寄せられた主な要望
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（a）作業履歴のカレンダー表示

（b）作業内容の詳細表示

図5　作業履歴閲覧画面
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③作業履歴閲覧は，2カ年の作業履歴をカレンダー上
で比較して閲覧することができる．④データ分析は，
ヒストグラムで表示された作業履歴，生育，収量・品
質のデータを参考にして，自らの米づくりを分析する
ことができる．また，農家，JA職員，福岡普及指導セ
ンター職員との意見交換会を通して，開発システムの
評価を行った．システムの画面構成，フォントの大き
さ，操作性に関しては概ね好評であり，高齢の農家か
ら私にでも使えそうという感想が得られた．JA職員か
らはデータ分析機能が付いているのが市販のシステム
には見られない大きな魅力であり，将来的な本機能の
充実に対する期待が寄せられた．福岡普及指導セン
ターの職員からは，センター所有のデータもデータ
ベースに保存することができ，本システムを有効に活
用できるとコメント頂いた．一方，開発システムは
web上での利用を想定しており，農家におけるイン
ターネットの低利用率，また，現在，調査水田について
のみ入力を行っている，生育，収量，品質データに関し
て，地域レベルでの収集方法が問題として提起された．

キ  ー  ワ  ー  ド

米生産，情報管理，データ分析，データベース，農作
業履歴
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Summary

　We developed a system for managing and analyzing information on rice production in Itoshima. This 
system maintains a database of agricultural work history on a web server, based on information inputted 
into a personal computer. Farmers can easily access this data and assess the relationship between their 
work history and rice yield and quality. The developed system comprises the input, output, and reference 
sections of the work history and the data analysis. The input is based on “Itoshima Komesaibai Kanrihyo 
(Ippanmai Hinohikari)” issued by JA Itoshima. The work history records on the system are submitted to 
JA through the output. In the reference section, farmers can compare the work history between any two 
calendar years. Through the data analysis section, farmers can analyze their own rice production by 
refering to data on their work history, rice growth, yield, and quality, displayed in the form of a 
histogram. The system was developed and evaluated through an exchange of opinions between farmers, 
JA staff, and staff at Fukuoka Center for the dissemination of improved agricultural methods. The 
system received favourable feedback with regard to the page design, font size, and operations. Even 
elderly farmers commented that they would be able to use the system. JA staff members were interested 
in the data analysis feature, which other commercial systems did not come equipped with. Moreover, they 
had higher expectations for the future expansion of this feature. The Fukuoka center staff members 
informed them that they could effectively upload data collected at the center. Aside from this, some 
problems were also raised during the meetings. This system is used on the web, but the Internet 
utilization rate among farmers is low. Data on rice growth, yield, and quality are currently collected only 
in surveyed fields; this data should be collected from the entire region. 

Key words: Agricultural work history, Database, Data analysis, Information management, Rice production




